
特集―多様化する雇用就業

Business Labor Trend 2014.4

2

　

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
）
で
は
、
非
正
規
雇
用
研
究
の
一
環
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
「
就
業
形
態
の
多
様
化
に

関
す
る
総
合
実
態
調
査
」（
１
）（
以
下
「
多
様

化
調
査
」
と
い
う
）
の
結
果
が
発
表
さ
れ
る

都
度
、
最
新
の
も
の
と
過
去
実
施
分
と
を
併

せ
て
そ
の
個
票
デ
ー
タ
を
借
り
、
詳
細
な
分

析
を
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
実
施
の
同
調
査

発
表
に
際
し
て
も
、
同
様
に
特
別
集
計
を
実

施
し
た（
２
）。
そ
の
結
果
は
昨
年
一
一
月
、

労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
一
六
一
「
雇
用
の

多
様
化
の
変
遷
〈
そ
の
Ⅲ
〉
：
二
〇
〇
三
・

二
〇
〇
七
・
二
〇
一
〇
」
と
し
て
公
表
し
て

お
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
概

要
お
よ
び
全
文
の
閲
覧
と
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

で
き
る
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
々
の
ご
高
覧

を
期
待
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
内
容
を
思

い
切
っ
て
再
構
成
し
、
報
告
書
で
は
必
ず
し

も
十
分
に
記
述
で
き
な
か
っ
た
筆
者
の
「
思

い
」
を
述
べ
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
別
の
視
点

で
の
報
告
書
の
紹
介
と
す
る
と
と
も
に
、
現

在
の
雇
用
・
労
働
面
に
お
け
る
最
重
要
関
心

事
の
一
つ
で
あ
る
非
正
規
雇
用
に
関
し
て
、

政
策
論
点
の
基
礎
的
な
整
理
を
企
図
し
て
み

た
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
意
見
に

属
す
る
部
分
は
、
研
究
者
と
し
て
の
筆
者
の

個
人
的
な
意
見
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て

お
く
。

非
正
規
雇
用
全
体
が
問
題
？

　
「
多
様
化
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
事
業
所
の

労
働
者
に
占
め
る
非
正
規
雇
用
者
の
割
合
は
、

平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
の
三
四
・
六
％

か
ら
、
同
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
は
三
七
・

八
％
、
同
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
は
三
八
・

七
％
と
推
移
し
て
お
り
、
改
め
て
雇
用
の
非

正
規
化
が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
（
以
下
「
パ
ー
ト
」
と
略
す
）
の
割
合
は

二
二
・
五
％
→
二
二
・
五
％
→
二
二
・
九
％

と
あ
ま
り
上
昇
し
て
い
な
い
一
方
で
、
契
約

社
員
（
二
・
四
％
→
二
・
八
％
→
三
・
五
％
）

や
嘱
託
社
員
（
一
・
五
％
→
一
・
八
％
→
二
・

四
％
）
と
い
っ
た
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
非
正

規
雇
用
者
の
割
合
が
上
昇
し
て
き
て
い
る
。

派
遣
労
働
者
の
割
合
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

製
造
業
務
派
遣
の
解
禁
も
あ
っ
て
平
成
一
五

（
二
〇
〇
三
）年
か
ら
同
一
九（
二
〇
〇
七
）

年
に
か
け
て
は
二
・
一
％
→
四
・
七
％
と
急

上
昇
し
た
が
、
同
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に

は
三
・
〇
％
と
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
下
で
か
な
り
の
低
下
と
な
っ
た
。
こ
う
し

た
動
き
は
、
も
う
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
「
非
正
規
四
割
時
代
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
フ
レ
ー
ズ
に
は
、

非
正
規
雇
用
の
鳥
瞰
図
と
社
会
政
策

―
―
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
報
告
書
「
雇
用
の
多
様

化
の
変
遷
」
か
ら

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
政
策
研
究
所
長　

浅
尾　

裕

多様化する雇用就業
―その変化と実態

 特 集

　近年まで続く雇用労働の大きな特徴の一つとして、非正規化の進展がある。高度成長期の季節的な繁閑に対する臨時工・
期間工に始まり、その後、小売業や飲食店などを中心とする週や１日の中の繁閑に対するパートタイム労働者など、も
ともと主に業務の変動や繁閑に対応して活用されてきた非正規雇用は、低成長経済への移行やグローバル化による企業
経営の不確実性の増大とともに、柔軟な雇用というニーズが高まり続けてきた。特集では、厚労省の「就業形態の多様
化に関する実態調査」を分析した結果などをもとに、その動向について考える。
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非
正
規
雇
用
と
い
う
も
の
全
体
に
何
か
深
刻

な
問
題
が
あ
る
よ
う
な
響
き
が
感
じ
ら
れ
る
。

「
非
正
規
雇
用
な
ど
は
な
い
方
が
よ
い
」
と

い
っ
た
極
論
す
ら
、
潜
在
的
に
は
今
な
お
あ

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
非
正

規
雇
用
に
は
経
済
・
労
働
社
会
的
に
問
題
や

課
題
が
あ
る
部
分
も
少
な
く
な
く
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
状
況

を
思
い
起
こ
せ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

一
部
に
は
深
刻
な
事
態
と
な
る
場
合

も
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
非
正

規
の
雇
用
や
働
き
方
の
す
べ
て
に
問

題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
こ

と
は
、
既
に
多
く
の
人
々
に
理
解
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
を
持

ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
存
在
す
る
も

の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
や
意
味
が

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
非
正
規
雇
用
が

近
年
増
大
し
て
い
る
の
も
、
経
済
社

会
的
要
因
と
働
く
人
を
含
め
た
人
々

の
認
容
が
あ
る
と
い
え
よ
う（
３
）。

　

重
要
な
の
は
、
問
題
類
型
か
ら
み

た
非
正
規
雇
用
の
的
確
な
セ
グ
メ
ン

ト
（
分
類
）
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と

思
う
。
こ
う
す
る
こ
と
で
問
題
を
抱

え
る
人
々
を
類
型
的
に
把
握
し
、
そ

う
し
た
人
々
に
対
し
て
的
確
な
政
策

的
配
慮
を
加
え
る
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
、
政
策
的
配
慮
を
要
す
る
規
模
に

つ
い
て
だ
い
た
い
の
目
安
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
こ
の
小
論

の
範
囲
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
研
究
上

の
試
論
で
あ
る
と
の
限
定
を
つ
け
た

う
え
で
、
非
正
規
雇
用
の
セ
グ
メ
ン

ト
の
試
み
を
紹
介
し
た
い
。

　

セ
グ
メ
ン
ト
を
す
る
際
の
分
類
軸

に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
①
事
業
所
が
非
正

規
雇
用
を
活
用
す
る
理
由
、
②
非
正

規
雇
用
者
が
そ
の
形
態
を
選
択
し
た

理
由
の
う
ち
、
と
り
わ
け
「
正
社
員

と
し
て
働
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
か

ら
」、
す
な
わ
ち
「
非
自
発
的
理
由
」、
の
二

つ
に
つ
い
て
予
備
的
に
み
た
う
え
で
、
③
生

計
維
持
、
収
入
階
層
、
非
自
発
選
択
性
、
及

び
正
社
員
と
し
て
の
就
業
希
望
の
四
軸
か
ら

み
た
「
非
正
規
弱
者
」
を
探
求
し
、
セ
グ
メ

ン
ト
し
た
結
果
を
紹
介
し
た
い
と
思
う（
４
）。

非
正
規
を
活
用
す
る
理
由

　

事
業
所
が
労
働
者
を
雇
用
す
る
の
は
、
労

働
者
に
事
業
目
的
に
見
合
っ
た
的
確
な
労
務

を
提
供
し
て
も
ら
い
、
社
会
（
市
場
）
が
認

め
る
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
非
正
規
雇
用
を
セ
グ
メ
ン
ト
し
よ

う
と
す
る
と
き
、
事
業
所
が
そ
れ
を
活
用
す

る
理
由
は
基
本
的
に
重
要
な
分
類
軸
の
一
つ

と
な
る
。
事
業
所
が
事
業
活
動
の
中
で
ど
の

よ
う
な
役
割
を
非
正
規
雇
用
者
に
期
待
し
て

い
る
の
か
が
、
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
示

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
活
用
理
由
を
考
え

て
い
る
事
業
所
が
そ
う
で
な
い
場
合
に
比
べ

て
、
ど
の
形
態
の
非
正
規
雇
用
を
相
対
的
に

多
く
（
あ
る
い
は
少
な
く
）
活
用
し
て
い
る

の
か
の
視
点
か
ら
デ
ー
タ
を
み
て
み
た
い
。

少
し
や
や
こ
し
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
表
１

が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
デ
ー
タ
は
、

と
く
に
断
り
が
な
い
限
り
、
平
成
二
二
（
二

〇
一
〇
）
年
の
「
多
様
化
調
査
」
か
ら
集
計

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
表
の
見
方
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と

に
す
る
。
表
側
に
は
非
正
規
雇
用
の
活
用
理

由
が
、
表
頭
に
は
非
正
規
の
各
形
態
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。
一
番
上
の
活
用
理
由
「
正
社

員
を
確
保
で
き
な
い
た
め
」
の
欄
の
も
っ
と

も
左
「
契
約
社
員
」
の
セ
ル
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。「
非
該
当
」
が
一
二
・
八
（
％
）、「
該

当
（
一
七
・
二
％
）」
が
一
七
・
六
（
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
契
約
社
員
の
い
る
事
業
所

表１　それぞれの形態の活用理由別その理由の有無別にみた非正規雇用者の従業員に占める割合の比較
（当該形態の非正規雇用者がいる事業所）

（％）
契約社員
（13.5％）

嘱託社員
（6.5％）

出向社員
（6.8％）

派遣労働者
（11.0％）

臨時的雇用者
（19.1％）

パートタイム労働者
（37.1％）

その他の非正規雇用者
（21.2％）

正社員を確保できないため 非該当 12.8 非該当 6.0 非該当 6.3 非該当 10.5 非該当 19.5 非該当 37.1 非該当 21.2 14.8
　（略称：正社員確保難） 該当（17.2％） 17.6 該当（8.0％） 13.5 該当（13.2％） 10.4 該当（20.5％） 12.8 該当（9.6％） 15.4 該当（16.0％） 36.9 該当（15.0％） 21.0 15.6
正社員を重要業務に特化させるため 非該当 13.0 非該当 6.4 非該当 6.5 非該当 10.8 非該当 19.4 非該当 37.0 非該当 21.1 14.5
　（略称：正社員重要業務特化） 該当（15.1％） 15.8 該当（4.0％） 7.9 該当（5.5％） 15.3 該当（16.1％） 11.6 該当（1.6％） 13.7 該当（17.4％） 37.3 該当（16.3％） 21.3 16.8
専門的業務に対応するため 非該当 15.6 非該当 6.7 非該当 6.3 非該当 10.9 非該当 19.0 非該当 37.7 非該当 21.4 15.4
　（専門業務対応） 該当（41.6％） 11.4 該当（28.5％） 6.1 該当（56.0％） 7.2 該当（27.4％） 11.1 該当（8.0％） 20.0 該当（13.4％） 33.2 該当（13.9％） 19.9 12.6
即戦力・能力のある人材を確保するため 非該当 13.6 非該当 5.9 非該当 6.2 非該当 10.7 非該当 18.9 非該当 36.7 非該当 21.2 14.9
　（即戦力人材確保） 該当（37.5％） 13.3 該当（32.0％） 7.6 該当（49.9％） 7.5 該当（30.8％） 11.4 該当（11.9％） 20.9 該当（12.0％） 39.9 該当（20.2％） 20.8 15.2
景気変動に応じて雇用量を調節するため 非該当 12.9 非該当 6.3 非該当 6.8 非該当 10.1 非該当 15.6 非該当 34.9 非該当 19.7 13.9
　（景気変動調整） 該当（15.2％） 17.0 該当（3.5％） 11.0 該当（2.0％） 4.5 該当（25.1％） 12.8 該当（26.9％） 29.1 該当（23.1％） 44.7 該当（15.3％） 26.7 18.8
長い営業時間に対応するため 非該当 12.8 非該当 6.4 非該当 6.8 非該当 10.2 非該当 17.3 非該当 30.5 非該当 19.2 13.9
　（長い営業時間対応） 該当（7.3％） 23.4 該当（3.2％） 10.5 該当（0.3％） 5.8 該当（6.1％） 24.0 該当（4.6％） 40.3 該当（23.5％） 60.9 該当（17.4％） 33.7 21.9
1日、週の中の仕事の繁閑に対応するため 非該当 12.7 非該当 6.4 非該当 非該当 10.7 非該当 15.5 非該当 30.9 非該当 18.8 13.8
　（時間帯・曜日繁閑対応） 該当（9.1％） 24.7 該当（2.3％） 9.8 該当（－％） 該当（9.4％） 13.7 該当（17.8％） 29.3 該当（41.0％） 46.2 該当（21.7％） 31.6 19.9
臨時・季節的業務量の変化に対応するため 非該当 12.7 非該当 6.4 非該当 6.8 非該当 10.2 非該当 20.2 非該当 35.5 非該当 19.7 14.2
　（臨時季節変化対応） 該当（7.5％） 22.8 該当（2.3％） 9.0 該当（0.5％） 4.0 該当（17.7％） 12.8 該当（35.5％） 17.7 該当（18.7％） 42.8 該当（15.7％） 26.9 17.7
賃金節約のため 非該当 11.7 非該当 5.9 非該当 6.7 非該当 10.3 非該当 16.2 非該当 31.7 非該当 18.5 12.3
　（賃金節約） 該当（30.2％） 19.1 該当（17.9％） 10.4 該当（2.7％） 16.8 該当（18.6％） 13.9 該当（20.8％） 27.6 該当（47.0％） 43.3 該当（41.5％） 25.3 19.1
賃金以外の労務コストの節約のため 非該当 12.6 非該当 6.3 非該当 6.8 非該当 10.4 非該当 16.1 非該当 33.4 非該当 19.7 13.9
　（賃金外労務コスト節約） 該当（12.9％） 20.5 該当（4.9％） 10.5 該当（2.2％） 9.1 該当（16.2％） 13.3 該当（14.7％） 30.1 該当（30.5％） 46.4 該当（20.9％） 27.9 19.9
高年齢者の再雇用対策のため 非該当 13.5 非該当 6.5 非該当 6.8 非該当 10.9 非該当 18.3 非該当 37.5 非該当 21.2 15.1
　（高年齢者再雇用対応） 該当（14.4％） 13.3 該当（75.9％） 6.5 該当（5.5％） 5.6 該当（3.4％） 11.9 該当（4.7％） 34.1 該当（9.8％） 33.6 該当（8.0％） 20.7 13.8
正社員の育児・介護休業対策の代替のため 非該当 13.3 非該当 6.4 非該当 6.8 非該当 11.9 非該当 19.7 非該当 37.9 非該当 21.7 15.3
　（育児・介護休業代替） 該当（5.2％） 16.9 該当（0.9％） 8.9 該当（0.0％） 5.6 該当（15.4％） 8.3 該当（4.1％） 9.8 該当（5.2％） 27.5 該当（6.3％） 16.2 11.2
その他 非該当 13.8 非該当 6.5 非該当 6.8 非該当 11.0 非該当 19.0 非該当 37.7 非該当 22.0 15.6
　（その他） 該当（4.6％） 9.1 該当（2.1％） 5.2 該当（22.3％） 6.8 該当（2.1％） 6.9 該当（1.3％） 27.1 該当（6.8％） 26.9 該当（9.0％） 14.0 9.5

（注）１．データの値は、該当する事業所の全労働者総数に占める当該形態の非正規雇用者総数の割合を示したものである。
　　２．表頭の（　）内は、当該形態の非正規雇用者がいる事業所全体における当該形態の全労働者に占める割合である。
　　３．項目の「該当」に付された（　）内は、当該活用理由を挙げた事業所の割合である。ただし、労働者数用の復元倍率を用いてウェイトバックしているので公表ベースとは必ずしも一致

しないことがある。
　　４．「その他の非正規雇用者」は、他の形態に当てはまらないものである。また、２番目の列にはその内訳である「疑似パート」（「パート」などと呼称されているが所定労働時間はその事業

所の正社員と同程度であるもの）の割合を併せて掲げている。
　　５．背景に色のあるセルは、それぞれの活用理由を挙げた事業所の割合が高いもの、及び該当と非該当とで差が相対的に大きいもので大きい方のセルである。
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に
お
い
て
、「
正
社
員
を
確
保
で
き
な
い
た

め
」
と
い
う
理
由
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
は
労

働
者
総
数
に
占
め
る
契
約
社
員
の
割
合
は
一

七
・
六
％
で
あ
り
、当
該
理
由
を
あ
げ
な
か
っ

た
と
こ
ろ
で
は
一
二
・
八
％
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
で
は
、「
正
社

員
を
確
保
で
き
な
い
た
め
」
を
あ
げ
た
事
業

所
は
そ
う
で
な
い
事
業
所
に
比
べ
て
契
約
社

員
を
よ
り
多
く
活
用
（
雇
用
）
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
該
当（
一
七
・
二
％
）」

の
（　

）
内
の
一
七
・
二
％
は
、
当
該
理
由

を
あ
げ
た
事
業
所
の
割
合
（
以
下
「
指
摘
割

合
」
と
い
う
）
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
注
意

点
は
表
の
脚
注
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

以
下
、
紙
面
の
節
約
の
た
め
に
、
活
用
理
由

を
表
に
示
し
た
略
称
で
記
述
し
た
い
。
な
お
、

活
用
理
由
は
複
数
回
答
で
調
査
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
表
を
概
観
し
て
、
い
く
つ
か
の
特
徴

を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
、
指
摘
割
合
の
高
い
理

由
で
は
、
当
該
形
態
の
割
合
を
相
対
的
に
高

め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

「
賃
金
節
約
」
の
理
由
に
お
け
る
多
く
の
形

態
が
そ
う
で
あ
り
、
臨
時
的
雇
用
者
や
パ
ー

ト
、
そ
の
他
の
非
正
規
雇
用
者
の
「
景
気
変

動
調
整
」、「
長
い
営
業
時
間
対
応
」、「
臨
時
季

節
変
化
対
応
」
な
ど
で
も
み
ら
れ
る
。
逆
に

指
摘
割
合
の
高
い
理
由
で
当
該
形
態
の
割
合

を
相
対
的
に
低
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
場
合

は
あ
ま
り
な
い
。

　

一
方
、
指
摘
割
合
の
高
い
理
由
が
、
必
ず

し
も
当
該
形
態
の
非
正
規
雇
用
の
割
合
を
高

め
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

も
っ
と
も
顕
著
な
例
は
、
嘱
託
社
員
に
関
す

る
「
高
年
齢
者
再
雇
用
対
策
」
と
す
る
理
由

で
あ
る
。
当
該
理
由
は
七
五
・
九
％
と
四
分

の
三
の
事
業
所
が
あ
げ
て
い
る
が
、
労
働
者

総
数
に
占
め
る
嘱
託
社
員
の
割
合
は
、
当
該

理
由
を
あ
げ
た
事
業
所
、
あ
げ
な
か
っ
た
事

業
所
い
ず
れ
も
同
じ
六
・
五
％
と
な
っ
て
い

る
。
同
様
の
傾
向
は
、
契
約
社
員
の
「
即
戦

力
人
材
確
保
」
な
ど
の
ほ
か
、
総
じ
て
派
遣

労
働
者
に
関
す
る
活
用
理
由
に
お
い
て
多
く

み
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
指
摘
割
合
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
高
い

と
は
い
え
な
い
な
が
ら
、
当
該
形
態
の
割
合

を
か
な
り
高
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
場
合
が

あ
る
。
契
約
社
員
の「
長
い
営
業
時
間
対
応
」

な
ど
で
み
ら
れ
る
。

　

非
正
規
雇
用
を
め
ぐ
る
問
題
類
型
の
視
点

か
ら
活
用
理
由
を
整
理
す
る
と
、
①
「
賃
金

節
約
」
や
「
賃
金
外
労
務
コ
ス
ト
節
約
」
と

い
っ
た
コ
ス
ト
節
約
要
因
、
②
「
景
気
変
動

調
整
」、
③
「
長
い
営
業
時
間
対
応
」、「
時
間

帯
・
曜
日
繁
閑
対
応
」、「
臨
時
季
節
変
化
対

応
」
と
い
っ
た
時
間
・
繁
閑
対
応
要
因
、
④

「
専
門
業
務
対
応
」や「
即
戦
力
人
材
確
保
」

と
い
っ
た
人
材
活
用
要
因
、
⑤
「
正
社
員
重

要
業
務
特
化
」、
⑥
「
正
社
員
確
保
難
」、
⑦

「
高
年
齢
者
再
雇
用
対
応
」
や
「
育
児
・
介

護
休
業
代
替
」
と
い
っ
た
正
社
員
人
事
要
因
、

⑧
「
そ
の
他
」、
の
八
つ
に
わ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
本
稿
で
は
①
か
ら
⑤
ま
で
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い（
５
）。

　

①
の
「
コ
ス
ト
節
約
要
因
」
は
、
表
１
を

み
て
も
、
出
向
社
員
を
除
く
各
形
態
で
指
摘

割
合
が
総
じ
て
高
く
、
ま
た
、
当
該
形
態
の

割
合
を
高
め
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

他
の
た
と
え
ば
③
の
人
材
活
用
要
因
な
ど
が

活
用
要
因
と
し
て
併
せ
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る

場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
、
主
と
し
て
こ
の

要
因
で
非
正
規
雇
用
を
活
用
し
て
い
る
場
合

に
は
、一
般
的
に
は
、非
正
規
雇
用
者
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
な
ど
の
た
め
の
雇
用
主
に
よ
る

取
り
組
み
は
期
待
し
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る

（
６
）。

　

②
「
景
気
変
動
調
整
要
因
」
は
、
パ
ー
ト

や
臨
時
的
雇
用
者
、
派
遣
労
働
者
、
契
約
社

員
な
ど
で
指
摘
割
合
が
高
く
、
ま
た
、
そ
れ

ら
の
形
態
で
こ
の
理
由
は
そ
の
割
合
を
相
対

的
に
高
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
主
と
し
て

こ
の
要
因
で
非
正
規
雇
用
を
活
用
し
て
い
る

場
合
に
は
、
雇
用
は
不
安
定
に
な
り
が
ち
で
、

と
り
わ
け
大
き
な
景
気
変
動
が
生
じ
た
時
は

厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

③
の
「
時
間
・
繁
閑
対
応
要
因
」
は
、パ
ー

ト
や
臨
時
的
雇
用
者
な
ど
の
ほ
か
派
遣
労
働

者
で
も
指
摘
割
合
が
相
対
的
に
高
く
な
っ
て

い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
指
摘
割
合
の
高
低

に
か
か
わ
り
な
く
こ
の
要
因
は
そ
れ
ぞ
れ
の

形
態
の
割
合
を
か
な
り
高
め
る
傾
向
が
み
ら

れ
る
。
時
間
・
繁
閑
要
因
に
つ
い
て
は
正
規

雇
用
の
み
で
は
う
ま
く
対
応
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
こ
の
要
因
は
、
事
業
上
の
要
請

か
ら
の
非
正
規
雇
用
活
用
の
典
型
的
な
要
因

の
一
つ
と
い
え
る
。
あ
る
意
味
で
事
業
の
基

幹
的
な
部
分
を
担
っ
て
も
い
る
た
め
、「
コ
ス

ト
節
約
要
因
」
な
ど
が
強
く
合
わ
さ
っ
て
い

な
け
れ
ば
、
就
業
環
境
の
整
備
や
キ
ャ
リ
ア

形
成
へ
の
配
慮
な
ど
も
一
定
程
度
期
待
で
き

る
面
も
あ
る
。
た
だ
し
、
時
間
的
に
フ
ル
就

業
に
な
り
に
く
い
働
き
方
で
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
の
で
、
適
宜
複
数
就
業
（
マ
ル
チ
・

ジ
ョ
ブ
）
の
環
境
整
備
を
し
て
、
ト
ー
タ
ル

と
し
て
の
所
得
安
定
の
た
め
の
工
夫
な
ど
が

必
要
に
な
る
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

④
の
「
人
材
活
用
要
因
」
は
、
非
正
規
雇

用
者
が
有
す
る
専
門
性
や
戦
力
性
を
活
用
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
契
約
社
員
や
派

遣
労
働
者
な
ど
で
指
摘
割
合
が
高
い
が
、
一

方
、
こ
の
要
因
が
当
該
形
態
の
割
合
を
必
ず

し
も
高
め
る
要
因
に
な
っ
て
は
い
な
い
面
が

み
ら
れ
る
。
専
門
性
や
戦
力
性
な
ど
は
量
よ

り
は
質
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
要
因
で
非
正
規
雇
用
が
活
用
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
就
業
環
境
面
に
問
題
が
あ

る
こ
と
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
、

既
に
保
有
す
る
能
力
を
活
用
し
よ
う
と
す
る

面
が
強
く
、
能
力
形
成
は
非
正
規
雇
用
者
自

身
の
取
り
組
み
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
に
は
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

⑤
の
「
正
社
員
重
要
業
務
特
化
」
は
、
事

業
所
の
業
務
を
重
要
性
に
よ
っ
て
区
分
し
、

よ
り
重
要
な
業
務
は
正
社
員
に
担
当
さ
せ
、

重
要
度
の
あ
ま
り
高
く
な
い
業
務
を
非
正
規

雇
用
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
企
業
の
人
事
戦

略
の
表
れ
で
あ
る
と
い
え
る
。
パ
ー
ト
や
契

約
社
員
な
ど
で
指
摘
割
合
が
比
較
的
高
く

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
要
因
か
ら
非
正
規
形

態
の
雇
用
を
よ
り
多
く
活
用
す
る
こ
と
ま
で

に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
な
っ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
要
因
で
活
用
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
非
正
規
雇
用
で
あ
る
限
り
重
要
度
の

よ
り
高
い
業
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
や
、
正
規
・
非
正
規
間
の
い
わ
ゆ
る
職
務

分
離
に
よ
り
、
賃
金
面
の
均
等
待
遇
施
策
が

効
果
を
持
ち
に
く
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
な
ど
の
留
意
点
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
事
業
所
側
の
活
用
理
由
に

よ
っ
て
非
正
規
雇
用
者
の
就
業
分
野
や
条
件

な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
が
生
じ
る
こ
と
と

な
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
今
回
の
報
告
書

の
第
五
章
で
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
誌
の
別
稿
で
、
当
該
箇
所
を
担
当

し
た
研
究
員
が
簡
潔
な
素
描
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
是
非
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

非
自
発
的
な
非
正
規
就
業

　

つ
ぎ
に
、
非
正
規
雇
用
者
が
当
該
形
態
を

選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
い
わ

ゆ
る
「
非
自
発
的
な
就
業
」
に
焦
点
を
当
て
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て
み
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の

就
業
形
態
を
選
択
し
た
理
由
と
し
て
「
正
社

員
と
し
て
働
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
か
ら
」

を
あ
げ
た
非
正
規
雇
用
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。

な
お
、
形
態
選
択
理
由
も
複
数
回
答
で
調
査

さ
れ
て
い
る
。

　
「
多
様
化
調
査
」
に
よ
る
と
、そ
の
割
合
は
、

非
正
規
雇
用
者
全
体
（
た
だ
し
、
出
向
者
は

除
く
）
で
は
二
二
・
五
％
だ

が
、派
遣
労
働
者
で
は
四
四
・

九
％
、契
約
社
員
で
は
三
四
・

四
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、パ
ー
ト（
一
六
・
〇
％
）

や
嘱
託
社
員
（
一
九
・
〇
）

で
は
相
対
的
に
低
く
な
っ
て

い
る
。
確
か
に
「
非
自
発
的

な
就
業
」
が
多
い
こ
と
は
非

正
規
雇
用
の
大
き
な
課
題
の

一
つ
と
い
え
る
。
当
該
形
態

で
働
い
て
い
る
人
の
半
数
近

く
な
い
し
三
分
の
一
が
、
希

望
と
異
な
る
形
態
で
働
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
好
ま

し
い
状
況
と
は
い
え
な
い
だ

ろ
う
。

　

し
か
し
一
方
、
こ
う
し
て

把
握
さ
れ
た
「
非
自
発
的
非

正
規
雇
用
者
」
の
す
べ
て
が

深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

と
い
え
る
か
ど
う
か
も
考
え

て
み
る
必
要
が
あ
る
。
デ
ー

タ
か
ら
い
え
る
こ
と
の
一
つ

に
、こ
の「
非
自
発
性
要
因
」

と
併
せ
て
他
の
要
因
も
同
時

に
あ
げ
て
い
る
人
も
少
な
く

な
い
こ
と
が
あ
る
。
図
１
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ

は
、「
非
自
発
性
要
因
」
を
あ

げ
た
人
の
中
で
他
の
要
因
を

あ
げ
た
人
の
割
合
を
み
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、

併
せ
て
あ
げ
た
要
因
と
し
て

は
、「
家
計
の
補
助
・
学
資
等
を
得
た
い
か

ら
」（
二
〇
・
二
％
）
や
「
通
勤
時
間
が
短
い
」

（
一
八
・
七
％
）
な
ど
が
高
く
、
ま
た
、「
自

分
の
都
合
の
よ
い
時
間
に
働
け
る
」（
一
五
・

五
％
）、「
専
門
的
な
資
格
・
技
能
を
活
か
せ

る
」（
一
三
・
二
％
）、「
自
分
で
自
由
に
使
え

る
お
金
を
得
た
い
」（
一
二
・
六
％
）
な
ど
が

続
い
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
事
情
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
何
と
も
言
え
な
い
面
も

あ
る
が
、
実
際
的
に
み
て
正
社
員
と
し
て
の

就
業
と
整
合
的
と
は
い
え
な
い
要
因
を
あ
げ

て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る

（
７
）。

　

総
括
す
れ
ば
、「
非
自
発
性
要
因
」
だ
け
を

あ
げ
た
人
は
二
六
・
二
％
で
あ
り
、
他
の
要

因
の
い
ず
れ
か
を
あ
げ
た
人
は
七
三
・
八
％

と
な
っ
て
い
る
。
前
者
を
「
純
粋
非
自
発
的

非
正
規
雇
用
者
」、
後
者
を
「
相
対
的
非
自

発
的
非
正
規
雇
用
者
」
と
呼
び
た
い
と
思
う
。

一
般
的
に
は
、
前
者
の
方
が
よ
り
強
い
「
非

自
発
性
」
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

「
非
正
規
弱
者
」
の（
量
的
）探
求

　

前
項
で
の
「
非
自
発
性
」
の
検
討
に
続
い

て
、
非
正
規
雇
用
に
お
け
る
弱
者
の
セ
グ
メ

ン
ト
を
試
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
「
弱
者
」

と
は
、
政
策
的
配
慮
の
高
さ
の
視
点
か
ら
の

も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
筆
者
は
、
生
計
の

維
持
の
可
能
性
と
い
う
古
典
的
な
社
会
政
策

的
視
点
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

こ
で
分
類
軸
と
し
て
は
、
ま
ず
世
帯
の
生
計

維
持
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ

し
て
収
入
の
多
寡
は
ど
う
か
の
二
つ
を
取
り

上
げ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
前
項
で
み
た
形

態
選
択
上
の
非
自
発
性
、
そ
し
て
現
時
点
で

の
正
社
員
就
業
の
希
望
の
有
無
を
加
え
、
合

計
四
つ
の
軸
で
セ
グ
メ
ン
ト
を
し
て
み
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ「
生
計
維
持
類
型
」、「
収
入（
賃
金
）

階
層
」、「
非
自
発
性
類
型
」
お
よ
び
「
正
社

員
希
望
類
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
後
二

者
は
、
就
業
上
の
支
援
面
で
の
緊
要
度
を
示

す
軸
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

四
つ
の
軸
か
ら
二
つ
を
選
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
二

軸
の
ク
ロ
ス
集
計
を
し
た
結
果
を
表
２
に
掲

出
し
た
。
デ
ー
タ
は
、
非
正
規
雇
用
者
（
出

向
者
も
含
む
）
全
体
に
占
め
る
割
合
で
示
し

て
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
単
独
で
の
割
合
を
み
る

と
（
表
の
合
計
の
欄
）、
①
生
計
維
持
類
型

で
は
、
既
婚
二
〇
・
二
％
、
未
婚
三
八
・
〇
％
、

合
わ
せ
て
六
割
近
く
が
生
計
維
持
者
と
な
っ

て
い
る
。
②
収
入（
賃
金
）階
層
で
は
六
五
・

八
％
が
賃
金
月
額
一
六
万
円
未
満
の
「
低
位

所
得
者
」、
一
七
・
三
％
が
同
一
六
万
円
以

上
二
二
万
円
未
満
の「
相
対
的
低
位
所
得
者
」

と
な
っ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
八
割
強
で
あ
る
。

こ
こ
で
月
額
一
六
万
円
と
い
う
の
は
年
に
換

算
し
て
ほ
ぼ
二
〇
〇
万
円
程
度
に
当
た
る
も

の
で
、
ま
た
、
二
二
万
円
と
は
賃
金
額
が
低

い
方
か
ら
数
え
て
ほ
ぼ
労
働
総
数
（
正
社
員

も
含
む
）
の
四
分
の
一
に
当
た
る
人
の
賃
金

額
と
い
う
こ
と
で
設
定
し
た
。
③
非
自
発
性

類
型
で
は
、
純
粋
非
自
発
的
非
正
規
雇
用
者

が
五
・
五
％
、
相
対
的
非
自
発
的
非
正
規
雇

用
者
が
一
五
・
五
％
で
あ
り
、
④
正
社
員
希

望
類
型
で
は
、「
現
在
の
会
社
で
正
社
員
に
な

り
た
い
」
が
一
二
・
四
％
、「
別
の
会
社
で
正

社
員
に
な
り
た
い
」
が
九
・
九
％
と
な
っ
て

い
る
。
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
二
割
強
と
な
っ

て
い
る
。
四
軸
の
う
ち
賃
金
の
低
い
層
の
割

合
の
高
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、
二
軸
間
の
ク
ロ
ス
集
計
結
果
を

み
て
み
よ
う
。
表
２
の
左
上
、
生
計
維
持
類

型
と
収
入
（
賃
金
）
階
層
と
の
ク
ロ
ス
集
計

図１　「正社員として働ける機会がなかったから」を挙げた人のうち
他の理由を挙げた割合

13.2

8.9

15.5

4.2

6.2

1.3

20.2

12.6

18.7

4.2

10.9

1.3

4.3

0 5 10 15 20 25

専門的な資格・技能を活かせる（18.6％）

より収入の多い仕事に従事したかった（ 8.3％）

自分の都合のよい時間に働ける（38.8％）

勤務時間や労働日数が短い（15.4％）

簡単な仕事で責任も少ない（ 9.9％）

就業調整をしたい（ 4.8％）

家計の補助・学費等を得たいから（33.2％）

自分で自由に使えるお金を得たい（21.4％）

通勤時間が短い（25.2％）

組織にしばられたくなかった（ 3.7％）

家庭の事情や他の活動と両立しやすい（24.5％）

体力的に正社員として働けなかった（ 3.2％）

その他（ 5.9％）

％

（注）	数値は、雇用・就業形態を選択した理由として「正社員として働ける会社がなかった」を挙げた人のうち、複数回答で項目の理由を併せて挙げた人の割
合である。項目の（　）内は、当該理由を挙げた人の全体の割合である。なお、全体で「正社員雇用機会がなかった」を挙げた人の割合は、22.5％となっ
ている。
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結
果
を
み
る
と
、
既
婚

の
生
計
維
持
者
で
低
位

所
得
者
が
七
・
三
％
、

相
対
的
低
位
所
得
者
が

四
・
六
％
、
未
婚
の
生

計
維
持
者
で
低
位
所
得

者
が
三
二
・
九
％
、
相

対
的
低
位
所
得
者
が

三
・
六
％
と
な
っ
て
い

る
。
量
的
に
は
未
婚
の

生
計
維
持
者
で
低
位
所

得
者
で
あ
る
割
合
の
高

さ
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
生
計
維
持

者
で
あ
る
が
、
一
方
で
、

表
２
の
右
上
の
表
を
み

る
と
、
既
婚
・
未
婚
を

問
わ
ず
正
社
員
に
な
り

た
い
と
す
る
割
合
は
そ

れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
多

く
が
「
正
社
員
に
な
り

た
い
と
思
わ
な
い
」
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
同

左
下
の
表
を
み
る
と
、

所
得
の
低
い
層
に
お
い

て
も
、
正
社
員
に
な
り

た
い
と
す
る
割
合
は
そ

れ
ほ
ど
高
く
は
な
く
、

「
正
社
員
に
な
り
た
い

と
思
わ
な
い
」
と
す
る

割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
生
計
維
持
や
低
所

得
と
い
っ
た
厳
し
さ
を

窺
わ
せ
る
人
々
に
あ
っ

て
も
、
正
社
員
就
業
希

望
が
必
ず
し
も
多
く
は

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
、
生
計
維

持
者
で
は
あ
る
が
、
既
婚
の
場
合
は
配
偶
者

の
協
力
、
未
婚
の
場
合
は
親
等
か
ら
の
支
援

な
ど
が
あ
っ
て
、
緊
急
に
正
社
員
を
希
望
す

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
非
正
規
雇
用
者
全

体
に
占
め
る
割
合
で
、
生
計
維
持
者
で
七
・

九
％
、
低
所
得
層
で
一
七
・
六
％
の
人
々
が

正
社
員
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
表
２
の
右
下
の
表
を
み
る
と
、
非

自
発
的
な
非
正
規
雇
用
者
が
必
ず
し
も
現
在

も
正
社
員
を
希
望
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い

こ
と
も
わ
か
る
。
と
り
わ
け
、
純
粋
非
自
発

の
場
合
に
比
べ
て
非
自
発
性
以
外
の
選
択
要

素
も
併
せ
て
あ
る
相
対
的
非
自
発
の
場
合
、

現
在
は
正
社
員
を
希
望
し
て
い
な
い
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
二
軸
ク
ロ
ス
の
デ
ー
タ
を
総
括

す
る
と
、
就
業
面
の
政
策
の
視
点
か
ら
は
、

量
的
に
は
非
正
規
雇
用
者
の
お
お
よ
そ
二
割

弱
が
施
策
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
と
し
て
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
総
務
省
統

計
局
の
「
労
働
力
調
査
」
で
は
非
正
規
雇
用

者
総
数
は
一
八
〇
〇
万
人
程
度
と
さ
れ
て
い

表２　非正規雇用者の「弱者」性要素の２軸間クロス集計結果

図２　非正規雇用者の「弱者」の割合

収入（賃金）階層

生計維持類型

低位所得者
（16万円未

満）

相対的低位
所得者（16～
22万円未満）

中位所得者
（22～40万
円未満）

高位所得者
（40万円以

上）
不明 合計

正社員希望類型

生計維持類型

現在の会社
で正社員に
なりたい

別の会社で
正社員にな
りたい

正社員にな
りたいと思
わない

不明 合計

既婚生計維持者 7.3 4.6 5.6 2.6 0.2 20.2 既婚生計維持者 2.5 0.8 16.4 0.5 20.2
未婚生計維持者 32.9 3.6 0.7 0.5 0.4 38.0 未婚生計維持者 2.6 2.0 32.9 0.5 38.0
既婚非生計維持者 14.7 7.5 5.1 0.9 0.2 28.4 既婚非生計維持者 5.7 4.3 17.8 0.5 28.4
未婚非生計維持者 10.0 1.2 0.5 0.1 0.1 11.9 未婚非生計維持者 1.4 2.5 7.7 0.3 11.9
不明 0.9 0.4 0.1 0.0 0.0 1.5 不明 0.2 0.1 1.0 0.3 1.5
合計 65.8 17.3 12.0 4.1 0.9 100.0 合計 12.4 9.9 75.7 2.1 100.0

非自発性類型

生計維持類型

純粋非自発
的非正規雇
用者

相対的非自
発的非正規
雇用者

自発的選択
非正規雇用

者
不明 合計

非自発性類型

収入（賃金）階層

純粋非自発
的非正規雇
用者

相対的非自
発的非正規
雇用者

自発的選択
非正規雇用

者
不明 合計

既婚生計維持者 1.2 2.8 12.9 3.3 20.2 低位所得者 2.4 9.3 52.5 1.6 65.8
未婚生計維持者 0.4 3.5 33.4 0.7 38.0 相対的低位所得者 1.8 4.0 10.3 1.3 17.3
既婚非生計維持者 3.1 6.6 16.4 2.2 28.4 中位所得者 1.1 1.9 6.9 2.0 12.0
未婚非生計維持者 0.7 2.3 8.5 0.4 11.9 高位所得者 0.1 0.2 1.9 1.9 4.1
不明 0.0 0.3 1.0 0.2 1.5 不明 0.1 0.1 0.6 0.1 0.9
合計 5.5 15.5 72.2 6.9 100.0 合計 5.5 15.5 72.2 6.9 100.0

正社員希望類型

収入（賃金）階層

現在の会社
で正社員に
なりたい

別の会社で
正社員にな
りたい

正社員にな
りたいと思
わない

不明 合計
非自発性類型

正社員希望類型

純粋非自発
的非正規雇
用者

相対的非自
発的非正規
雇用者

自発的選択
非正規雇用

者
不明 合計

低位所得者 5.4 6.3 52.6 1.5 65.8 現在の会社で正社員になりたい 2.0 3.7 5.9 0.7 12.4
相対的低位所得者 3.7 2.2 11.2 0.2 17.3 別の会社で正社員になりたい 1.5 3.5 4.5 0.3 9.9
中位所得者 2.7 1.2 7.8 0.3 12.0 正社員になりたいと思わない 1.9 8.1 60.4 5.3 75.7
高位所得者 0.4 0.1 3.4 0.0 4.1 不明 0.1 0.1 1.3 0.6 2.1
不明 0.1 0.0 0.7 0.0 0.9 合計 5.5 15.5 72.2 6.9 100.0
合計 12.4 9.9 75.7 2.1 100.0
（注）	出向者も含めた非正規雇用者全体を100とした割合である。したがって、出向社員について調査されていない項目は、不明として扱っている。

（注） 割合はすべて、非正規雇用者数を100として計算したものである。

非正規雇用者計 

（100.0）

既婚生計維持者 

（20.2）

未婚生計維持者 

（38.0）

非生計維持者

（41.8）

低位所得者 

（  7.3）

相対的低位所得者

（  4.6）

低位所得者 

（32.9）

相対的低位所得者

（  3.6）

中・高位所得者

（  9.4）

非自発的 

非正規雇用者 

（  1.1）

相対的非自発的 

非正規雇用者 

（5.3）

自発的

非正規雇用者

（40.8）

現在の会社で 

正社員希望者

（  1.5）

正社員非希望者

（  3.5）

別の会社で 

正社員希望者

（  1.3）
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る
の
で
、
そ
の
二
割
、
最
大
三
六
〇
万
人
程

度
と
推
計
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
層
の
多

く
は
、
一
般
的
な
施
策
に
よ
っ
て
対
応
さ
れ

得
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

よ
り
厳
し
く
、
緊
要
な
状
況
に
あ
る
コ
ア

層
と
し
て
、
四
つ
の
軸
す
べ
て
の
非
正
規
弱

者
性
に
該
当
す
る
複
合
的
な
非
正
規
弱
者
層

の
割
合
を
試
算
し
て
み
る
と
、
図
２
の
よ
う

に
な
っ
た
。
現
在
の
会
社
で
正
社
員
と
な
る

こ
と
希
望
す
る
層
一
・
五
％
と
別
の
会
社
で

正
社
員
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
層
一
・

三
％
、
合
わ
せ
て
三
％
足
ら
ず
が
コ
ア
層
で

あ
る
。
上
記
と
同
様
の
計
算
を
す
れ
ば
、
五

〇
万
人
程
度
が
コ
ア
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
と
い

え
る（
８
）。

多
様
な
事
情
に
応
じ
た
個
別
対
応

が
重
要

　

こ
の
よ
う
に
非
正
規
雇
用
に
関
す
る
政
策

対
応
が
必
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
は
、
対
応
困

難
な
ほ
ど
大
量
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い

え
る
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
や
数
値
だ
け
で
は

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
な
い
か
も
知

れ
な
い
の
で
、
す
こ
し
想
像
力
を
働
か
せ
て

み
た
い
と
思
う
。
複
合
的
な
非
正
規
弱
者
と

は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
よ

う
な
人
々
で
あ
る
。

〈
イ
メ
ー
ジ
１
〉

　

新
規
学
卒
時
に
就
職
活
動
を
し
た
け
れ
ど

も
正
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ず
、
そ
れ
以
来

ず
っ
と
非
正
規
（
た
と
え
ば
ア
ル
バ
イ
ト
）

で
働
い
て
き
て
い
る
二
〇
歳
代
の
独
身
者
。

ア
パ
ー
ト
で
の
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。

生
活
す
る
の
が
や
っ
と
で
、
恒
常
的
に
親
か

ら
経
済
的
援
助
を
受
け
て
い
る
。
生
活
を
安

定
さ
せ
る
た
め
に
も
正
社
員
の
仕
事
に
就
き

た
い
と
思
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
バ
イ
ト
の

仕
事
が
忙
し
く
具
体
的
な
求
職
活
動
は
で
き

な
い
で
い
る
。

〈
イ
メ
ー
ジ
２
〉

　

新
規
学
卒
時
に
正
社
員
と
し
て
就
職
し
た

も
の
の
、
自
分
に
合
わ
な
い
職
場
で
あ
っ
た

の
で
半
年
あ
ま
り
で
退
職
し
、
そ
れ
以
降
は

派
遣
労
働
者
と
し
て
働
い
て
き
て
い
る
三
〇

歳
代
の
独
身
男
性
。
二
〇
歳
代
後
半
ま
で
は

親
と
同
居
し
て
い
た
が
、
自
分
一
人
な
ら
な

ん
と
か
な
る
と
思
い
、
数
年
前
か
ら
一
人
暮

ら
し
を
し
て
い
る
。
で
き
れ
ば
、
現
在
の
派

遣
先
で
正
社
員
と
し
て
採
用
し
て
く
れ
る
こ

と
を
内
心
希
望
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は

も
う
少
し
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の
機
会
も
資

金
も
な
く
、
な
か
な
か
能
力
開
発
を
で
き
な

い
で
い
る
。

〈
イ
メ
ー
ジ
３
〉

　

四
〇
歳
代
半
ば
の
女
性
で
、
末
の
子
ど
も

が
中
学
校
に
入
っ
た
の
を
機
に
パ
ー
ト
の
仕

事
を
始
め
て
い
た
が
、
初
老
期
に
入
っ
た
夫

が
病
気
が
ち
と
な
り
所
得
が
減
少
す
る
と
と

も
に
安
定
し
な
い
状
況
に
な
っ
た
た
め
、
自

分
が
も
っ
と
収
入
の
多
い
フ
ル
タ
イ
ム
型
の
、

で
き
れ
ば
正
社
員
と
し
て
の
就
業
を
始
め
た

い
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
で
い
る
。

〈
イ
メ
ー
ジ
４
〉

　

勤
務
先
企
業
の
経
営
状
況
が
悪
化
し
、
希

望
退
職
の
募
集
に
応
じ
て
退
職
し
た
も
の
の
、

次
の
就
業
機
会
が
な
か
な
か
み
つ
か
ら
ず
、

ア
ル
バ
イ
ト
就
業
を
い
く
つ
か
重
ね
て
き
て

い
る
が
、
そ
ろ
そ
ろ
蓄
え
も
尽
き
か
け
て
い

る
五
〇
歳
代
前
半
の
男
性
世
帯
主
。
従
来
の

経
験
を
積
ん
だ
職
種
に
対
す
る
求
人
は
構
造

的
に
ほ
と
ん
ど
な
く
、
正
規
と
し
て
就
職
す

る
た
め
に
は
職
種
転
換
が
必
要
で
あ
る
が
、

今
さ
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
で

い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
多
様
な
例
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
要
は
、個
々
の
多
様
な
事
情（
職

業
に
対
す
る
意
欲
や
技
能
・
知
識
の
状
況
を

含
む
）
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
に
応
じ
て
就
業
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
（
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
適
し
た
よ
う
に
組
み
上
げ
る
こ
と
）
し
な

が
ら
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
い
え
る
。
非
常

に
手
間
ヒ
マ
が
か
か
る
面
が
あ
る
が
、
上
述

の
よ
う
な
規
模
で
あ
れ
ば
対
応
が
不
可
能
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、「
正
社
員
希

望
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
必

ず
し
も
雇
用
契
約
上
の
形
態
が
「
正
規
」
で

あ
る
雇
用
機
会
だ
け
を
指
し
て
い
る
と
は
考

え
な
い
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。「
多
様
化

調
査
」
で
正
社
員
を
希
望
す
る
非
正
規
雇
用

者
に
そ
の
希
望
す
る
理
由
を
尋
ね
て
い
る
が
、

「
雇
用
が
安
定
し
て
い
る
か
ら
」（
七
七
・

〇
％
）
や
「
よ
り
多
く
の
収
入
を
得
た
い
か

ら
」（
七
二
・
二
％
）
の
二
つ
が
群
を
抜
い
て

多
く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
雇
用
が
安

定
し
将
来
へ
の
展
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

生
活
の
で
き
る
収
入
が
得
ら
れ
る
雇
用
機
会

を
求
め
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

こ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
当

面
実
際
に
就
く
仕
事
が
非
正
規
雇
用
で
あ
っ

て
も
構
わ
な
い
、
そ
う
考
え
る
こ
と
で
選
択

の
範
囲
が
大
き
く
広
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
対
応
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
特
別
に
手
厚
い
配
慮
を
加
え
る

必
要
の
あ
る
層
か
ど
う
か
を
的
確
に
見
分
け

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
思
い
出
さ

れ
る
の
が
、
か
つ
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た

「
求
職
手
帳
」
で
あ
る
。
炭
鉱
離
職
者
、
漁

業
離
職
者
、
特
定
不
況
業
種
離
職
者
な
ど
特

に
手
厚
い
就
職
支
援
措
置
（
職
業
訓
練
等
を

含
む
）
の
対
象
と
な
る
求
職
者
に
は
「
求
職

手
帳
」
を
発
給
し
、
当
該
施
策
の
対
象
者
で

あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
な
ら
っ
て
、「
非
正
規
弱
者
」
と
み
な

せ
る
求
職
者
に
「
非
正
規
雇
用
者
雇
用
安
定

特
別
支
援
求
職
手
帳
」
と
で
も
い
う
も
の
を

発
給
し
、
特
別
な
支
援
施
策
の
対
象
者
と
す

る
、
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
も
よ
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
当
時
に
比
べ

就
職
支
援
措
置
の
種
類
と
手
法
、
支
援
提
供

者
の
範
囲
等
が
格
段
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と

に
相
応
し
た
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
手
帳
に
は
そ
れ
ま
で
の
職
歴
や
職
業
能

力
に
関
す
る
情
報
等
が
証
明
的
に
明
記
さ
れ
、

応
募
先
企
業
で
の
就
職
面
接
の
際
な
ど
に
も

活
用
で
き
る
よ
う
な
も
の
と
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

終
わ
り
に

　

問
題
を
抱
え
る
人
々
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会

的
弱
者
」
の
範
囲
を
決
め
る
の
は
、
結
局
の

と
こ
ろ
政
治
の
役
割
で
あ
り
、
内
政
上
の
最

大
の
課
題
だ
と
い
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
政

府
の
大
き
さ
も
違
っ
て
く
る
。
ま
た
、
そ
の

範
囲
が
社
会
の
人
々
に
認
容
さ
れ
て
い
る
限

り
経
済
社
会
の
活
動
に
お
よ
ぼ
す
影
響
は
小

さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
の
規
模
が
大
き

い
か
ら
経
済
が
う
ま
く
回
ら
ず
、
政
府
の
規

模
は
小
さ
い
ほ
ど
よ
い
と
い
っ
た
「
定
理
」

は
な
い
。
た
だ
し
、
逆
の
議
論
も
同
様
で
、

大
き
な
政
府
の
方
が
よ
い
と
い
う
「
定
理
」

も
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
非
正
規
雇
用
に
関
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
非
正
規
雇
用
者
へ
の
支
援
施
策
の

視
点
に
絞
っ
た
論
考
と
な
っ
て
い
る
。
非
正

規
雇
用
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
視
点
、
経
済

社
会
全
体
か
ら
の
視
点
な
ど
関
係
す
る
論
点

や
課
題
は
ほ
か
に
も
多
々
あ
る
が
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
を
待
ち
た
い
と
思



特集―多様化する雇用就業

Business Labor Trend 2014.4

8

う（
９
）。

［
注
］

１　

全
国
の
常
用
雇
用
規
模
五
人
以
上
の
民
間
事
業
所
と

そ
こ
に
働
く
労
働
者
個
人
を
対
象
と
し
た
就
業
形
態
の

多
様
化
に
関
す
る
代
表
的
な
政
府
統
計
の
一
つ
で
あ
る
。

数
年
お
き
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
最
新
調
査
は
平
成
二

二
（
二
〇
一
〇
）
年
で
あ
り
、
ま
た
、
本
年
秋
に
調
査

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

２　

こ
の
取
り
組
み
は
、
本
稿
の
筆
者
を
含
め
六
人
の
研

究
員
に
よ
る
共
同
研
究
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
の
文

責
は
筆
者
一
人
に
あ
る
。

３　

非
正
規
雇
用
は
古
来
存
在
し
て
き
て
お
り
、
仮
に
す

べ
て
の
雇
用
が
正
規
雇
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

れ
ば
、
近
年
に
お
い
て
雇
用
も
経
済
も
こ
れ
ほ
ど
拡
大

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い

多
く
の
人
々
が
出
現
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
だ
か
ら
こ
そ
、
非
正
規
雇
用
の
就
業
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

４　

実
を
言
え
ば
、こ
う
し
た
非
正
規
雇
用
を
め
ぐ
る「
弱

者
」
の
探
求
は
、
今
回
の
報
告
書
で
は
な
く
、
一
つ
前

の
報
告
書
（
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
115
）
の
第
五
章

第
四
節
で
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
考
え
方
等
の
詳
細
を

知
り
た
い
場
合
は
、
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
。

５　

⑥
「
正
社
員
確
保
難
」
は
事
業
所
側
の
「
非
自
発
雇

用
」
で
あ
り
、
何
故
正
社
員
を
採
用
で
き
な
い
の
か
の

課
題
が
あ
る
。
⑦
「
正
社
員
人
事
要
因
」
の
う
ち
「
高

年
齢
者
再
雇
用
対
応
」
は
嘱
託
社
員
に
、「
育
児
・
介
護

休
業
代
替
」
は
派
遣
労
働
者
に
ほ
ぼ
特
化
し
た
課
題
で

あ
る
。
⑧
「
そ
の
他
」
は
、
残
念
な
が
ら
内
容
が
わ
か

ら
な
い
の
で
何
と
も
い
え
な
い
が
、
出
向
社
員
で
指
摘

割
合
が
高
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が

示
唆
さ
れ
る
が
、
別
の
機
会
を
期
し
た
い
。

６　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に
実
施

し
た
調
査
で
は
、
非
正
規
雇
用
の
活
用
理
由
を
複
数
回

答
と
と
も
に
最
重
要
の
要
因
と
し
て
単
一
回
答
で
も
回

答
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
労
働
コ
ス
ト

の
削
減
の
た
め
」と
回
答
し
た
事
業
所
の
割
合
は
、パ
ー

ト
に
つ
い
て
は
複
数
回
答
で
は
五
三
・
六
％
で
あ
っ
た

が
、
単
一
回
答
で
は
三
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。
以
下
同

様
に
、
有
期
社
員
（
ほ
ぼ
契
約
社
員
に
該
当
）
で
は
三

六
・
三
％
／
一
九
・
五
％
、
派
遣
労
働
者
で
は
三
二
・

七
％
／
一
四
・
八
％
な
ど
で
あ
っ
た
（
労
働
政
策
研
究

報
告
書
№
一
三
二
の
五
二
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
）。
し
た

が
っ
て
「
労
働
コ
ス
ト
要
因
」
を
あ
げ
て
は
い
て
も
、

そ
れ
が
も
っ
と
も
強
い
要
因
と
は
一
概
に
い
え
な
い
場

合
も
多
い
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、

同
調
査
に
よ
れ
ば
、「
正
社
員
採
用
に
向
け
た
見
極
め
を

す
る
た
め
」
を
活
用
理
由
に
あ
げ
た
事
業
所
が
有
期
社

員
に
つ
い
て
二
一
・
七
％
（
複
数
回
答
）
あ
り
、
フ
ル

タ
イ
ム
型
の
有
期
雇
用
で
は
こ
の
要
因
も
一
つ
の
要
因

類
型
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
て
い
る
。

７　

残
念
な
が
ら
ど
ち
ら
の
要
因
に
よ
り
強
く
規
定
さ
れ

て
い
る
の
か
、
デ
ー
タ
か
ら
は
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
た
と
え
ば
、「
通
勤
時
間
」
を
あ
げ
た
場
合
に
お

い
て
、
近
く
に
正
規
で
の
就
業
機
会
が
な
か
っ
た
と
い

う
場
合
も
あ
れ
ば
、
通
勤
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
正
規
の

雇
用
機
会
を
探
し
た
が
み
つ
か
ら
な
い
の
で
、
結
果
的

に
非
正
規
で
働
く
の
で
あ
れ
ば
通
勤
時
間
の
短
い
方
を

選
ん
だ
と
い
っ
た
よ
う
な
場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

８　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
現
在
非
正
規
雇
用
の
仕
事
に
就
い

て
い
る
人
々
の
中
で
の
コ
ア
弱
者
層
で
あ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
仕
事
に
就
け
な
い
で
い
る
層
な
ど
、
よ
り

厳
し
い
状
況
の
層
も
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

９　

そ
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
に
お
け

る
非
正
規
雇
用
に
関
す
る
数
多
く
の
調
査
研
究
成
果
を

是
非
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、「
テ
ー
マ
別
研
究
成
果
一
覧
」
→
「
非
正
規
雇
用
」

で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

浅
尾
裕
（
あ
さ
お
・
ゆ
た
か
）

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
政
策
研
究
所
長

　

一
九
七
六
年
労
働
省
（
現
・
厚
生
労

働
省
）
入
省
。
二
〇
〇
一
年
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
の
前
身
の
日
本
労
働
研
究
機
構
に
転

身
。
統
括
研
究
員
を
経
て
二
〇
〇
九

年
七
月
か
ら
現
職
。
経
済
・
経
営
の

視
点
か
ら
労
働
政
策
に
関
す
る
調
査

研
究
に
従
事
。
最
近
著
は
、
本
稿
の

も
と
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労

働
政
策
研
究
報
告
書
№
一
六
一
「
雇

用
の
多
様
化
の
変
遷
〈
そ
の
Ⅲ
〉
：

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
七
・
二
〇
一
〇
」。


